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市政だより

昭和54年 4月15日地865

人口の動き

3月 1日現在 前月比

6 4，5 8 3 + 112 
31，106 +45 
3 3，4 7 7 + 67 
17，902 +44 

計

数
日

男

女

帯

人

世

111川111川川11川111川11州11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川1I1J，川11川川11川川11川11川Ii刷川iI制川11川川11川川11川川11川111川11川川11川川11川川11川川11川川11川山11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川山11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川l日川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川川11川川11川11川川11川川11川11川11川川11川川11川1111川1111川川11川川11川川11川川11川川11川川11川111川11川川l川川|川川|川川11川川11川川11川川11川11川H川111111川11川川H川H川川11川11川1IIIIIIIIIIIIIil川11川1111111111川川H川111111川川H川川11川山H川川11川川H川1111

地元の皆さん待望の鈴田出張所が完成しま した。

新出張所は、鉄筋コンクリー卜 2階建の明るい建物

で、約1億1000万円をかけて昨年 9月に着工していた

ものです。

1階は事務室のほか和室(小)小会議室、図書室、 2

階には大会議室、料理講習室、和室(大)があります。

これで市内各地区の出張所の改築もほとんど終り、

54年度に建設する松原出張所を残すのみとなりました
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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(3) 市政だより おおむら
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昭和54年 4月15日
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隆 虎氏

市 長 室 で :一一一一争

r 

市政だよりおおむら

唖宇一一一一一一 1

市民の期待にこたえ

新市長として初登庁

略 歴

(2) 

昭和5年 3月 早稲田大学高等師範部卒

業

'1' 12年 9月 兵役(昭和20年9月解除〉

11 23年5月 三浦農業協同組合長に就

任(昭和38年4月辞任)

11 26年 4月大村市議会議員に当選

(昭和34年5月まで)

'1' 32年 5月 長崎県農協中央会副会長

に就任(昭和38年 5月辞

任)

11 38年4月 大村市農業協同組合長に

就任(昭和51年5月辞任)

11 41年 2月 長崎県議会議員に当選

(昭和46年4月まで)

11 48年1月 長崎県果実農業協同組合

連合会副会長に就任(昭

和51年3月辞任)

H 51年 6月 大村市長に当選

11 54年3月27日せい去

市政懇談会で

住民と対話
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住みよい豊かな
※ 

調和のとれた都市づくりに

昭和 54年度

一般会計予算 139億6，900万円

本
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
基
本
計
画
に
基
づ
い
た
諸
施
策
を
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
市
民
負
担
の
公
平
を
検
討
す
る
一
方
、
経
常
経

本
年
度
の
重
点
目
標
は

費
の
節
減
合
理
化
に
努
め
、
次
の
重
点
目
標
を
立
て
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
た
。

O
生
活
環
境
の
整
備
と
市
民
の
保
健
の
確
立

。
市
民
福
祉
の
充
実

O
産
業
振
興
対
策
(
基
盤
整
備
〉

。
教
育
文
化
の
振
興

O
国
・
県
事
業
の
推
進

以
上
の
五
項
目
を
掲
げ
て
い
ま

す。
な
か
で
も
、
五
十
三
年
度
に
完

成
し
ま
し
た
市
民
の
健
康
を
守
る

新
市
立
病
院
の
開
院
と
運
営
、
粗

大
ご
み
の
高
度
処
理
を
目
指
す
破

砕
機
の
穣
動
、
下
水
道
工
事
の
推

進
、
松
原
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、
市
営
簡
易
水
道
の
発
足
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ

ジ
タ

l
の
建
設

詰
画
な
ど
が
主
な
事
業
で
「
住
み

よ
い
、

豊
か
な
、
調
和
の
と
れ
た

都
市
づ
く
り
」
に
ふ
さ
わ
し
い
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

国
際
空
港
化
が
期
待
さ
れ
る

長
崎
空
港

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

昭和54年度一般会計予算 。予算額 139億6，900万円く〉割合 100%

盤、 遷事 場制 喜多 偽造営 主JJ語JmtfT元F号z宅h九弘孝i子 瞳
議会費 総務費 民生費 衛 生費 労働 費 農林水産業費 商 工費

@ 1S億千5円.344 万 @418千億円1，305万 。310干億円9，860万 。151千億円9，176万 @ 61 億千4円.958 万 @910千億円4，649万 @ S3 億千3円.045 万

。1.1% く>11. 5~ぢ <) 22.2% 。 8.6~ぢ 。1.1% <) 7.5労 。2.4%

議轟 護霊 さ鷲 護穿 帰
土木費 消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金 予備費

@41 億E ， O9 8千1万円 @ 21 億千1円689 万 @710千億円1.789万 @8，936万2千円 @ B9億千S円，461 万 @2千円 @ 1，000万円

。 29 . 7~ぢ 。1.5% 。 7.3~ぢ <) 0.6% 。6.4% <) 0% 。0.1労

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い



昭和54年 4月15日
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※ 

下
水
道

4
月
忽
日

は
街
の
顔
で
す

心
で
す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

市
長

• 
市
議
選
挙
の
投
票
日

1
人

も

れ

な

く

清

き

四
月
二
十
二
日
は
、
市
長
選
挙

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

乙
の
二
つ
の
選
挙
は
、
私
た
ち

の
代
表
と
し
て
市
政
を
担
当
す
る

人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

一
人
も
れ
な
く
投
票
所
へ
出
か

け
清
き

一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

。
投
票
時
間
と

サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

投
票
時
間
は
午
前
七
時

l
午
後

一
現
在
、
課
税
台
帳
の
縦
覧
を

…
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
今
年
は
三
年
毎
の
固
定
資
産

.
の
評
価
替
が
あ
る
年
に
あ
た
り

一
土
地
と
家
屋
(
新
増
築
な
ど
)

-
に
つ
い
て
評
価
替
が
実
施
さ
れ

.
ま
す
。

一
な
お
、
土
地
に
対
す
る
課
税

六
時
ま
で
で
す
。

な
お
、
投
票
開
始
時
刻
の
午
前

七
時
に
サ
イ
レ
ン
を
一
分
間
鳴
ら

し
ま
す
。
火
災
と
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

。
投
票
の
順
序
と

投
票
用
紙
の
色

投
票
の
順
序
は
市
長
選
挙
が
先

で
市
議
選
挙
が
後
で
す
。

投
票
用
紙
は
市
長
選
挙
が
ピ
ジ

に
つ
い
て
は
税
負
担
の
軽
減
の
一

た
め
、
負
担
調
整
措
置
が
行
わ

れ

ま

す

。

一

詳
し
い
乙
と
は
縦
覧
の
折
、

税
務
課
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
一

ま
た
、
固
定
資
産
税
一
期
分
一

の
納
期
は
五
月
に
変
更
し
ま
す
一

ー
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

I
l
l
l」

「
|
|
縦
覧
中

4
月

犯

日

ま

で

し

票
を

ク
色
‘
市
議
選
挙
が
白
色
で
す
。

例
え
ば
、
市
長
の
投
票
用
紙
に

市
議
候
補
者
の
名
前
を
書
い

て
投

票
す
れ
ば
無
効
と
な
り
ま
す
。
大

切
な
一
票
で
す
。
投
票
の
前
に
、

も
う

一
度
よ
く
確
か
め
ま
し
ょ

う

。
投
票
所
に
は

入
場
券
を
持
っ
て

投
票
所
入
場
券
は
、
各
人
あ
て

四
月
十
二
日
に
郵
送
し
ま
し
た
。

投
票
に
は
必
ず
入
場
券
を
持

っ
て

受
付
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

入
場
券
を
な
く
し
た
人
は
、
投

禁
所
の
受
付
で
お
申
出
下
さ
い
。

。
開
票

開
票
は
投
票
当
日
の
午
後
七
時

三
十
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行
い

ま
す
。

遊
魚
は
ル

i
ル
を
守
っ
て

皆

さ

ん

の

こ

協

力

を

い
よ
い
よ
釣
の
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

最
近
釣
を
楽
し
む
遊
魚
船
が
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
漁
業
専
業
者

が
漁
業
法
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
規

制
を
受
け
な
が
ら
漁
業
を
営
ん
で

い
る
よ
う
に
、
遊
魚
者
の
皆
さ
ん

も
県
の
漁
業
調
整
規
則
で
漁
具
や

漁
法
な
ど
が
制
隈
さ
れ
て
い
ま
す

釣
を
楽
し
ま
れ
る
人
は
、
海
釣

り
、
陸
釣
り
と
も
漁
業
専
業
者
の

妨
げ
に
な
る
行
為
を
し
な
い
よ
う

に
心
が
け
、
次
の
乙
と
を
必
ず
守

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ど
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ま
き
餌
は
絶
対
し
な
い
乙
と

③
餌
虫
の
採
掘
を
し
な
い
こ
と

③
人
工
魚
礁
周
辺
で
釣
を
し
な
い

こ
と

④
水
中
銃
や
潜
水
器
具
を
使
用
し

一

皆
さ
ん

が
、
従
来

一

(

昭

和

五

一

十

三

年

度

一

ま
で
)
加

一

入
し
て
い

.

た

保
険
料

一

は

三

百
同

一

で

し

た

が

一

次

の

と

お

-

り

改
正
さ

一

れ
ま
し
た

の
で
、
特

一

に

関
係
の

一
あ
る
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一

な

お
、
詳
し
く
は
体
育
課
へ

-
ぉ
問
合
せ
下
さ
い
。

/ースポーツ安全協会の ¥ 

¥一一一一傷害保険が改正一/

な
い

と
と

⑤
遊
魚
船
は
、
速
度
、
夜
間
航
行

な
ど
で
漁
船
の
操
業
を
妨
げ
な

い
こ
と

⑥
遊
魚
船
は、

漁
船
以
上
の
装
備

を
し
な
い
乙
と

⑦
た
乙
釣
り
は
、
釣
り
糸
一
人

木、

一
隻
四
本
ま
で
で
午
前
八

時
三
十
分
ま
で
と
す
る
乙
と

な
お
、
遊
魚
船
も
安
全
な
運
行

を
確
保
す
る
た
め
に
、

船
舶
関
係

法
令
で
装
備
そ
の
他
に
つ
い
て
義

第

一

種

一

〔

A
〕
小
・
中
学
校
の
児
童
生
一

徒
U

三

百

四

十

円

一

〔

B
〕
高
校
、
，
t
社
会
人
(
文
化
一

活
動
、
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
行
う
一

団
体
)
H
四
百
円

一

〔

C
〕
高
校

t
社
会
人

(
地
域

一

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
親
控
や
一

健
康
保
持
目
的
)
H
六
百
八

一

十

円

一

第

二

種

一

〔

C
〕
官
公
庁
・
会
社
で
運
動
一

競
技
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
一

す
る
団
体
な
ど
H
千
六
百
円
一

※
各
種
と
も
S
型
は
半
額
で
す
↑

務
づ
け
ら
れ
た
事
項
が
数
多
く
あ

り
ま
す
が
、
大
村
遊
魚
組
合

(渡

辺
宅
、
雷
②
l
二
八
三
一
、
片
町

一
七
五
の
一
一
一
)
で
は
こ
れ
ら
の
正

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

楽
し
い

釣
が
で
き
る
よ
う
な
指
導
も
行
つ

て
い
ま
す
の
で
、
遊
魚
船
を
所
有

す
る
人
で
組
合
未
加
入
の
人
は

も
れ
な
く
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
農
林
水
産
課
)
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(6) りおおむ

;国民年金;

円O O 3 3， 月

-
年
金
保
険
料
納
入
通
知
書
を
四

一
月
十
四
日
発
送
し
ま
し
た
。

納

入

通

知

昭
和
五
十
四
年
度
分
の
国
民

万
一
、
お
手
も
と
に
届
か
な

『
ご

み
』

保険料が改正

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月

か
ら

一
カ
月
三
千
三
百
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
、
給
付
費
用
の
三

分
の
一
を
国
が
負
担
し
な
が
ら
老

齢
年
金
を
初
め
各
種
年
金
額
を
物

価
の
上
昇
に
比
べ
て
目
減
り
し
な

い
よ
う
に
、
毎
年
引
上
げ
て
き
ま

し
た
。

昨
年
も
物
価
ス

ラ

イ
ド
に
よ
っ
て
給
付

費
を
六
・
七
Mm引
上

げ
ま
し
た
の
で
、
乙

の
ふ
え
た
給
付
費
に

引
当
て
る
た
め
、
今

年
の
四
月
か
ら
保
険

料
も
改
め
ら
れ
た
わ

け
で
す
。

な
お
付
加
保
険
料

に
つ
い
て
は
従
来
ど

お
り
四
百
円
で
す
。

国
民
年
金
を
よ
り
よ
く
す
る
た

め
、
保
険
料
の
納
付
に
ど
協
力
下

さ
い
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
/

日
年
度
の
未
納
保
険
料
は

一一一…ー…==...-…ー…一…・

4 

四
期
分
(
一

・
二
・

三
月
分
)

の
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ら

れ
ま
し
た
か
。

納
め
忘
れ
は
な
い
か
も
う
一
度

確
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

四
月
は
昭
和
五
十
三
年
度
分
の

し
め
く
く
り
の
月
で
す
。

四
月
二
十
八
日
を
過
ぎ
た
場
合

昭
和
五
十
三
年
度
の
保
険
料
は
お

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

り

昭和 54年度の保険料額

1期分 2期分 3期分 4期分

保険料の種類 4. 5. 6 7. 8. 9 10月.11分.12 1. 2 3 
月分 月分 月分

富男品集2r!9，900円 9，900円 9，900円

付加入加被保保険険料者 11， 100円 11，100円 11. 100円

か4月書

を

発

送

か
っ
た
り
、
ど
不
審
な
点
が
ど

ざ
い
ま
し
た
ら
保
険
年
金
課
へ

お
問
合
せ
下
さ
い
。

月

初

日

ま

で

に

送
り
し
て
い
る
納
付
書
で
は
納
付

で
き
ず
、
国
庫
納
付
の
納
付
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

面
倒
な
だ
け
で
な
く
、
五
月
以

降
に
事
故
で
障
害
者
や
母
子
家
庭

と
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

も
う
一
度
確
め
、
阜
自
に
納
め

念品

l
v

ょ・っ。

国
保
相
談

ご

存

じ

M
年
度
の
国
保
予
算

何
億
円
に

。
国
保
予
算
の
し
く
み

国
保
の
財
政
は
、
そ
の
年
の

医
療
費
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る

か
を
計
算
し
、
そ
れ
に
も
と
づ

い
て
国
の
補
助
金
や
保
険
税
の

額
を
決
め
る
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

。
伸
び
る
医
療
費

本
市
の
国
保
の
医
療
費
も
毎

年
上
昇
を
続
け
、
五
十
四
年
度

は
三
十
二
億
二
千
万
円
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
院
な
ど

に
か
か
っ
た
と
き
三
割
分
を
負

担
し
、
あ
と
の
七
割
分
は
国
保

(
市
)
が
負
担
す
る
乙
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

@
五
十
四
年
度
の

国
保
予
算
の
内
訳

予
算
総
額
は
二
十
六
億

一
千

万
円
で
、
前
年
度
当
初
に
比
べ

三
億
六
千
万
円
増
え
て
い
ま
す

歳
出
の
内
訳
は
、
九
六

・
五
銘 で

す

か
が
医
療
費
の
支
払
い
や
高
額
療

養
費
、
助
産
葬
祭
費
の
支
給
に

要
す
る
保
険
給
付
費
で
、
あ
と

の
三
・
五
Mm
が
人
件
費
な
ど
の

経
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、

歳
入
の
内
訳
は
、

国

の
補
助
金
が
六
九

・
六
労
、
保

険
税
が
二
二
・
一
労
で
、
繰
入

金
そ
の
他
の
収
入
が
八
・
三

Mm

と
な
っ
て
い
ま
す
。

@
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は

一
億
五
千
万
円

医
療
費
が
増
え
れ
ば
国
の
補

助
金
も
増
額
さ
れ
ま
す
が
、
一

方
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
保
険
税
も
増

額
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
と
し
て
は
、
少
し
で
も
皆
さ

ん
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
一

般
会
計
か
ら
一
億
五
千
万
円
を

繰
入
れ
、
一
世
帯
当
り
約

一
万

七
千
円
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

凶
保
事
業
の
運
営
に
皆
さ
ん

の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

行
政
相
談
委
員
に

昭和54年 4月15日
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お
気
軽
に
ご
相
談
を

3
氏

に

委

嘱

状

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
次
の

人
が
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

@
北
野
松
代
さ
ん

(
東
本
町
二
七
九
、
曾
③
l
二

六
五
三
)

@
江
口
善
芳
さ
ん

(
皆
同
郷
五
二
六
、
宮
@
|
二

六
五

O
〉

@
松
本
健
次
さ
ん

(
武
部
郷
六
二
二
|
四
、
曾
@

りおおむ市政だより(7) 

-
O
一
五
五
)

行
政
相
談
委
員
は
、

国

・
県
・

市
・
公
社
な
ど
の
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
、
ど
う
も
納
得
が
で
き
な

い
と
か
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
、
早
く
や
っ
て
も
ら
い
た

い
、
と
い
う
よ
う
な
苦
情
や
要
望

質
問
な
ど
お
持
ち
の
方
の
相
談
相

手
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
身
に
な
っ

て
お
世
話
を
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

相
談
は
自
宅
相
談
の
ほ
か
、
毎

月
第
二
木
曜
日
に
市
役
所
市
民
相

談
主
で
定
例
相
談
も
行
っ
て
い
ま 乗

る
な
ら
飲
ま
な
い

す。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

¥ 
ラフJ

「参加しょ

幼児交通安全ク

つ

毎月婦人交通指導員が指導

幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
と
は
、

お
母
さ
ん
と
幼
児
が
集
ま
り
、
交

通
ル
!
ル
を
勉
強
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
市
内
で
は
十
八
ク
ラ
ブ
が

結
成
さ
れ
、
事
故
防
止
に
効
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

未
加
入
の
方
は
近
く
の
ク
ラ
ブ

に
加
入
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
ど
近

所
の
方
を
お
誘
い
し
て
新
し
く
ク

ラ
ブ
を
結
成
さ
れ
る
よ
う
お
す
す

め
し
ま
す
。

対
象
保
育
所
、
幼
稚
園
に
行
つ

て
い
な
い
二
歳
以
上
の
幼
児
と

お
母
さ
ん

結
成
範
囲
地
域
住
民
の
連
帯
感

を
基
礎
に
地
区
や
町
内
会
な
ど

を
単
位
と
し
て
十
人
以
上
位
で

結
成
す
る
こ
と

指
導
日
各
地
区
月
一
回
、
婦
人

交
通
指
導
員
が
実
施
指
導

場
所
地
区
の
集
会
所
、
広
場

公
園
な
ど

ム
プ
費
無
料

ク
ラ
ブ
名
・
代
表
者
名

。
九
電
社
宅
(
伊
藤
あ
け
み
さ
ん
)

。
古
町
(
太
田
加
代
子
さ
ん
)

。
森
園
(
平
岡
陽
子
さ
ん
)

。
上
鈴
田
(
本
山
た
っ
さ
ん
〉

。
三
域
(
井
手
英
子
さ
ん
)

。
陰
平
(
三
根
え
つ
子
さ
ん
)

。
久
原
第
一
(
稲
吉
サ
ト
さ
ん
)

。
久
原
第
二
(
奥
野
洋
子
さ
ん
)

。
池
田
(
内
村
恵
子
さ
ん
)

。
竹
松
(
大
和
和
子
さ
ん
)

。
植
松
(
宮
原
文
子
さ
ん
)

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い

。
中
央
町
(
坂
本
幸
子
さ
ん
)

。
杭
出
津
(
岩
本
き
み
え
さ
ん
)

。
岩
松
(
南
ト
シ
エ
さ
ん
)

。
水
田
(
浜
岸
豊
美
さ
ん
)

。
諏
訪
(
大
久
保
澄
子
さ
ん
)

。
古
賀
島
(
鮫
島
慶
子
さ
ん
)

。
東
浦
(
藤
谷
安
子
さ
ん
)

申
込
先
・
問
合
せ
先

大
村
市
交
通
安
全
協
会

曾
③
l
九
八
八
九

運

転

者

講

習

.A. 
':D; 

を

開

催

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
五

月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十

日
間
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
運

動
の
一
環
と
し
て
運
転
者
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
受
講
し
て
下
さ
い
。

手呈

支部名 | 会 場 i月日 l時 間

竹松小学校体育館 4/27 

福重小学校体育館 l m 

三浦出張所 5/2 

鈴田小学校体育館 5/7 

市民会館ホーノレ 5/8 I 11 

5/9 

// I 5/10 I 13:30--15:30 

一

未

納

の

市

税

な

ど

一

一

早

急

に

完

納

し

ま

し

ょ

う

一

一
市
税
、
保
険
税
、
住
宅
使
用
終
り
、
税
務
課
で
は
四
月
か
ら
一

一
料
な
ど
の
未
納
金
は
早
急
に
完
五
月
に
か
け
て
滞
納
整
理
に
か
一

一

納

し

て

下

さ

い

。

か

り

ま

す

。

v

一

一
昭
和
五
十
三
年
度
分
の
税
金
未
納
金
は
早
急
に
完
納
さ
れ
一

一
な
ど
の
納
期
は
三
月
末
で
全
部
る
よ
う
ど
協
力
下
さ
い
。
一

日~ 

= 習講者転運

※市民会館会場は車が混雑しますので、なるべく

乗り合せるなどして受講されるよう、ご協力を

お願いします。
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注
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
こ
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
出
が
気
に
な
る
人
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

場

所

市

役

所

健
康
相
談
室

5月 の 健 康 相 談 日 程

日 内 容

9:00-11:00 13:00-16:00 

2 乳幼児相談 妊婦教室(第1回)

7 妊婦相談 一 般健康相談

9 妊婦教室(第2回〉

16i乳幼 児相談 妊婦教室(第3回)

23 1 ________  一一 妊鵡教室(第4回〉

※
乳
幼
児
相
談
は
、
主
に
一

歳
過

ぎ
の
お
子
さ
ん
の
し
つ
け
や
発

育
面
な
ど
の
相
談
に
ご
利
用
下

さ
い
。

5月の日曜・祭日当番医

1:1診療相医院名 |問 i詔「| 
3イ中[h内 科利i支出認日E院可十I~一…「
産婦 人科!匡産婦 人 詩杭出津郷料12-38501

5イ中I~内 竹内科l一2-3内 不科fl本郷医院武部郷 12-3659

6イ|; 内 ; p山::刊:目[l出同;:口午山叫;工ニじ叫川;ニニ剖1;二ヰヰ:11|l;j 
31内 科1:長崎医U 院捌…|
外.内科|渡 辺 医 院|一の郷 5シ一8白54鉛6 

!l内 科科|南野内 科lE古 町副| | 
0消 化器科1m!f ~ f-'fl 三城町明13ト-3731
泌 尿 器 科l県黒木泌尿器科i十 E酌γ14ト一021日11

|内内 科|桝 本医院閲|大川田町|旧5ト一8悶35日51
2剖7刑|産婦人 科!~'t A'- ~ ~~I 町ベI tr~~~d l
!外 ・皮膚科|中島外 科|西三城町12-38751

診療時間午前g時~午後 6時

※ 

下
水
道

街
の
顔
で
す

心
で
す -

妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で、

相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

生
後
五
カ
月
ま
で
に
二
度
は
お

で
か
け
下
さ
い
。

5月の妊婦と乳幼児の健慶相談日程

日|時 間 |場 所 i 対 象

9:30-11:00 大村保健所生後3カ月までの乳児

1113:30-15:00 福重出張所妊婦と乳幼児

81 9:30-11:00 大村保健所生後4-6カ月の乳児

149:30~11:00 竹松出張所 乳幼児
13:00--15:00 

151 9: 30-...11: 00大村保健所生後7カ月以上の乳児

289: 30-...11: 00|三浦出張所妊婦と乳幼児

-3歳
児
検
診

対

象

昭

和
五
十
年
十
月
生
ま
れ

の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
同
年

四
月

1
九
月
生
れ
で
、
ま
だ
検

診
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受

診
し
て
下
さ
い

日
時

四
月
二
十
六
日

午
前
九

時

t
十
時、

午
後
一
時

l
二
時

受
付

場

所

市

役
所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

ス

ポ

ツ

-
交
通
事
故
相
談

(毎
月
第
四
火
曜
日
)

一

日

時

四
月
二
十
四
日

-

前
十
時

t
午
後
三
時

↑
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

~三j

日
時

午
前
九 午

-
車
球
教
室

大
村
卓
球
協
会
で
は
、
次
の
コ

ー
ス
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で

ふ
る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

初
心

者
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。

【
婦
人
コ

i
ス】

期
間

四
月
二
十
四
日

t
七
月
ま

で

(
毎
週

一
回
、
原
則
と

L
て

平
日
の
午
前
十
時

t
正
午
)

場
所

市
民
体
育
館

指

導

大

村

卓
球
協
会
員

受
付

四
月
二
十
四
日
、
午
前
十

時
に
市
民
体
育
館

へ

問
合
せ
先

安
井
正
行
さ
ん
(
桜

馬
場
二
丁
目
玉
=
二

の

て

曾

②
l
二
三
三
五
)

【
一
般
コ

l
ス】

対

象

一

階
男
女

日
程

四
月
二
十
八
日

t
七
月
ま

で

(
第
二
、
第
四
土
曜
日、

午

後
七
時

t
九
時
)

場
所

市
民
体
育
館

会
費

月
額
五
百
円

指

導

大

村

卓
球
協
会
員

受

付

四

月
二
十
八
日
、
午
後
七

時
に
市
民
体
育
館
へ

問
合
せ
先

浅
田
謙
介
さ
ん
(
坂

口
町
四
四
八
の
二
、
宮
③

|
七

九
七
三
)

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

l
i
l
i
--
f
l
 

(
毎
月
第
四
水
曜
日
)

-
桜
ま
つ
り
卓
球
大
会

日
時

四
月
二
十
九
日

(
日
)

午
前
十
時
試
合
開
始

場
所

市
民
体
育
館

〔
シ
ン
グ
ル
〕
中
学
男

・

女
、
高
校
男

・
女、

一
般
男

A

-
B
、
壮
年
、
一
般
女

〔
ダ
ブ
ル
ス
〕

高
校
男

・
女
、

種
目一

般
男

・
女

※

一
般
男

A
は
県
体
出
場
程
度
の

経
験
者
、
壮
年
は
三
十
歳
以
上

(一

般
男

A
・
B
に
も
出
場
で

き
る
)

参

加

料

〔

シ
ン
グ
ル
〕
中
学
二

百
円
、
高
校

・一

般
三
百
円

〔
ダ
ブ
ル
ス
〕
一
組
四
百
円

申
込
締
切

四
月
二
十
五
日

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

四
月
二
十
五
日

前
十
時

t
午
後
三
時

午

人
権
(身
の
上
)
相
談

日
時

五
月
二

日

時
三
十
分

t
午
後
三
時

申
込
先

向
陽
ス
ポ
ー
ツ
本
庖

大
村
ス

ポ
ー
ツ
庖

旭
堂
ス
ポ
ー
ツ
居

主
催

大
村
卓
球
協
会

後
援

市
教
育
委
員
会

-

空

手

道

対

象

一

般
、
高
校
、
中
学
、
小

学
生
の
男
女

練
習
日

毎
週
月

・
水

・
金

午
後
六
時

t
七
時
三
十

一
部分時部

午
後
七
時
三
十
分

t
九

場
所

市
武
道
館

一
階

申
込

練
習
日
に
市
武
道
館

(
雷

②
ー
四
八
一
二
六
〉
三
根
さ
ん
へ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)
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講

習

.A 
~ 

-
手
話
講
習
会

言
葉
が
不
自
由
な
人
の
福
祉
に

理
解
と
熱
立
が
あ
る
人
に
手
話
を

習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

毎
週
水
曜
日
、
午
後
六
時

ー
午
後
八
時
(
開
講
式
四
月
二

十
五
日
午
後
六
時
)

場

所

福

祉
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
福
祉
課
ま
た
は
手
話

サ
ー
ク
ル
宮
地
清
正
さ
ん
(
曾

④

|
一二
三
八
)
へ

-
家
庭
料
理
教
室

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

手
近
か
な
材
料
を
使
っ
て
、
し

か
も
栄
養
・
経
済
的
な
面
か
ら
も

尖
際
的
な
家
庭
科
理
教
室
を
聞
き

ま
す
。

期
間
五
月
九
日

t
七
月
十

一日

(
毎
週
水
曜
日
、
午
前
十
時
l

正
午
、
十
回
)

場

所

中

央
公
民
館

対
象

婦
人

三
十
人
(
以
前
受
講
さ
れ

た
人
は
ど
遠
慮
下
さ
い
)

受
講
料
無
料
(
材
料
代
は
実
費
)

講

師

管

理
栄
養
士

定
員

山
口
貞
子
先
生

申
込

受
講
希
望
者
は
電
話
で
中

央
公
民
館
(
宮
@
l四
三
二

一
)

J¥ 

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

-
日
本
料
理
教
室

日
本
特
有
の
料
理
の
中
で
本
格

的
な
料
理
と
さ
れ
て
い
る

P

会
席

料
理
の
知
識
と
作
り
方
H

に
つ
い

て
学
習
し
ま
す
。

期
間
五
月
十
一
日

t
七
月
十
三

日
(
毎
週
金
曜
日
、
午
後
一
時

t
四
時
、
十
回
)

場
所
中
央
公
民
館

対
象

婦
人

定
員
四
十
人

受
講
料

無
料
(
材
料
代
は
実
費
)

講

師

山

口

正
先
生

申
込

受
講
希
望
者
は
電
話
で
中

央
公
民
館
(
雷
②
l
四
三
二
一
)

J¥ 

一

街

を

自

然

を

美

し

く

一

吸
い
が
ら
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
一

-
ガ
リ
パ
ン
教
室

孔
版
と
い
う
名
の
も
と
に
ガ
リ

パ
ン
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
技
を
中
心
に
し
た
い
ろ
い
ろ
な

技
法
を
学
ぶ
趣
味
と
実
益
を
か
ね

た
ガ
リ
パ
ン
教
室
を
聞
き
ま
す
。

期
間

五
月
十
二
日

t
七
月
十
四

日
(
午
後

一
時
三
十
分

t
四
時

十
回
)

場

所

中

央
公
民
館

対

象

一

般

定

員

二

十
人

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

箱
、
花
束
一
束
マ
専
念
寺
住

一

職
上
野
諦
信
さ
ん
ほ
か
二
十
人
-

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
ユ
ン
ク
・

グ
ル

ツ
ペ

三

万

法

話

と
み
か
ん
三
十
八
キ
ロ

一

一

香

典

返

し

敬

称

略

マ

山

下

エ

イ

(

プ

郷

・

亡

夫

円

を
向
陽
寮
ヘ
マ
牟
田
義
人
マ
藤
間
勘
己
満
社
中
舞
踊
と

一

~
社
会
福
祉
事
業
費
へ

国
八
)
五
万
円
を
バ

i
ル
ハ
イ
(
乾
馬
場
町
)
紙
お
む
つ
二
百
イ
チ
ゴ
五
ケ

l
ス

マ
竹
松
青

一

ム

へ

年

団

刺

し

ゅ

う

画

一

枚

マ

一

一

マ
市
川
治
喜

(玖
島
郷

・
亡
母

枚

を

慈

恵

荘

へ

杢
尾
鴻
三
(
岩
松
郷
)
放
送
用

一

a

ト
シ
ヲ
)
二
万
円

マ
益
田
陸

清
和
国
へ

一

一

般

寄

村

敬

称

略

拡

声

器

二

個

-

一
奥
子
(
宮
小
路
三
丁
目
・
亡
夫

V
諏
訪
保
育
園
(
園
児
二
十
三

市
立
図
書
館
へ

一
金
人
)
二
十
万
円

ム
浦

山

市

社

会

福

祉

事

業

費

へ

人

)

遊

戯
慰
問
と
菓
子
十
二
袋

マ
辻
本
正
和
(
長
崎
市
)
五
万
一

一
次
(
日
泊
郷
・
亡
長
男
一
郎
〉

マ
大
村
青
年
団
連
絡
協
議
会
花
束
二
束

マ
美
天
宮
保
育
園
円
相
当
の
図
書
マ
江
頭
美
保
一

一
五
万
円

マ
中
島
亨

一

(

久

原

二

万

六

千

三

十

円

(

園

児
三
十
七
人
)
遊
戯
慰
問
子
(
八
幡
町
)
図
書
二
百
二
十
一

一
郷
・
亡
父
次
郎
)
十

万

円

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

と

テ

ィ

ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
五
十

冊

一

受
講
料

無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講

師

中

央
公
民
館
長

黒
岩

近

先

生

申
込

受
講
希
望
者
は
電
話
で
中

央
公
民
館
(
雷
②
i
四
一
ニ
二

一
)

へ
-
油
絵
教
室

油
絵
に
関
心
を
も
ち
勉
強
し
た

い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
初
心
者
を

対
象
に
油
絵
教
室
を
聞
き
ま
す
。

期

間

五

月
九
日

l
七
月
十
一
日

(毎
週
水
曜
日
、
午
後
七
時

t

九
時
、
十
回
)

場
所
中
央
公
民
館

対
象

成
人

(初
心
者
)

定
員

二
十
人

受
講
料

無
料
(教
材
費
は
実
費
)

講

師

郡

中
学
校
教
諭

村
部
良
明
先
生

申
込

受
講
希
望
者
は
電
話
で
中

央
公
民
館
(
曾
@
l四
三

二
一
)

へ融

資

-
中
小
企
業
短
期
資
金

季
節
資
金
を
短
期
資
金
と
呼
称

を
改
め
、
次
の
と
お
り
融
資
を
行

い
ま
す
。

対
象
者
市
内
に
住
所
ま
た
は
庖

舗
が
有
り
、
原
則
と
し
て
一
年

以
上
経
営
を
続
け
て
い
る
商
工

業
者

貸
付
条
件
限
度
額
三
百
万
円

返
済
期
間
十
二
カ
月
以
内

金
利

五
・
七
労

保
証
料

0
・
三
Mm

申

込

先

大
村
信
用
組
合

※
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
へ

-
中
小
企
業
振
興
資
金

-
4月
1
日
か
ら

金
利
な
ど
引
下
げ
|

中
小
企
業
短
期
資
金
と

対
象
者

同
じ

資
金
条
件

限
度
額
は
運
転
資
金

設
備
資
金
と
も
に
五
百
万
円

金
利
運
転
・

設
備
資
金
と
も
に

五
・
五
Mm

保
証
料

0
・
九
八
Mm

申
込
先

商
工
会
議
所、

市
内
各

銀
行

※
詳
し
く
は
尚
工
観
光
課
へ
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募

集

-
防
衛
庁
共
済
組
合

大
村
支
部
職
員

資

格

十

八

歳

t
二
十
三
歳
ま
で

の
中
卒
ま
た
は
高
卒
の
独
身
女

姓
採
用
人
員
一
人

勤
務
内
容

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐

と
ん
地
内
大
村
ク
ラ
ブ
分
館
接

待
係

勤
務
時
間
午
後
二
時

t
十
時

待
遇

身
分
は
防
衛
庁
共
済
組
合

職
員
で
、
高
卒
の
初
任
給
は
七

万
二
千
九
百
円
、
ほ
か
に
通
勤

手
当
、

ま
た
売
上
げ
に
応
じ
た

精
勤
手
当
を
支
給

願
書
締
切

四
月
二
十
五
日

。
履
歴
書

(写
真
添
付
)

一

通

。
健
康
診
断
書

一
通

一

四

月
十
六
日
か
ら
窓
口
営
業

一
時
間
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

一
す
。

一
平
日

午
前
九
時

l
午
後
四
時

…

ま

で

一
土
曜
日

午
前
九
時
J
正
午
ま

一

で

-
※
電
話
に
よ
る
注
文

・
問
合
せ

窓
口
営
業
時
間
を
変
更

試
験
・
面
接
四
月
二
十
七
日

午
前
九
時
か
ら
〈
大
村
駐
と
ん

地
内
)

申
込
先
・
問
合
せ
先

大
村
駐
と
ん
抽
業
務
隊
厚
生
科

共
済
班
(
雷
②
|
一
二
三
て

内
線
二
一
)

も

よ

お

し

-
長
崎
県

殉
国
者
春
季
慰
霊
祭

祖
国
の
た
め
、

尊
い
犠
牲
と
な

ら
れ
ま
し
た
本
県
殉
国
者
の
ど
遺

徳
を
し
の
び
、
お
慰
め
申
し
上
げ

る
た
め
、

春
季
慰
霊
祭
が
次
の
と

お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

日
時
四
月
二
十
六
日

開
式

午
前
十
時
三
十
分

間
式

正
午

な
ど
は
、
乙
れ
ま
で
ど
お
り
一

午
前
八
時
三
十
分

t
午
後

五

-

時
ま
で

(
土
曜
日
は
午
後

O
一

時
三
十
分
ま
で
)
で
す
。

※
窓
口
営
業
時
間
外
の
電
報
や

一

電
話
は、

局
前
の
公
衆
電
話
一

を
ど
利
用
下
さ

い

。

一

(大
村
電
報
電
話
局

)

-

ー

l
電

報

電

話

局

|

|

場
所
長
崎
県
護
国
神
社
(
長
崎

市
城
栄
町
)

※
雨
天
の
場
合
は
国
際
体
育
館

(
松
山
町
)

※
遺
族
の
章
は
市
遺
族
会
に
準
備

し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
市
遺
族
会
へ

-
第

5
回

大
村
少
年
合
唱
固

定
期
発
表
会

一
年
間
の
練
習
成
果
を
市
民
の

み
な
さ
ん
に
聴
い
て
い
た
だ
く
第

五
固
定
期
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

多
数
ど
参
会
下
さ
い
。

日
時
四
月
二
十
九
日
(
日
)

午
後

一
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館

大
村
少
年
合
唱
団
母
の
会

市
教
育
委
員
会

市
音
楽
団
体
協
議
会

後 主 会
援 催 場

-
大
村
駐
と
ん
地

大

運

動

会

四
月
二
十
九
日

(
日
)

午
前
九
時
か
ら

場
所

陸
上
自
衛
隊
大
村
監
と
ん

地
営
庭

内
容

運
動
会
、
摸
擬
庄
、
音
楽

ド
リ
ル
、

仮
装
パ

レ
ー
ド

※
当
日
は
午
前
七
時

I
午
後
三
時

ま
で
の
間
隊
内
を
開
放
し
ま
す

日
時

受講者を募集

水田善次郎先生

高浜

門

レクリェー
ン指導三

中村

浦川

柳原

i定員 |
| 申込みのときに

30人 |おしらせします

| 毎月第2・第4金曜日
般 I20人 I5月25日から15回

一一一一 I~ 0: 附-12 : 00
|毎週火曜日

30人 !5月15日から10回
I 10:00"""'12:00 
| 毎月第2・第4木曜日

20人 I5月24日から12回
10:00"""'12:00 

親子 |毎週水曜日
15組 I5月23日から10回
30人 i14:30"""'16:00 

| 毎月第3日曜日
30人 i5月20日から10回

I 9:30"""'12:00 
i 毎週月曜日

20人 i 5月21日から15回
! 19:00-21:00 
! 毎月第1・第27.1<曜日

30人 l5月30日から10回
9:30"""12:00 

i 毎月第3・第4木曜日
30人 I5月31日から10回

9:30"""12:00 
1-蚕亙末事百一一

30人 I5月24日から10回
I 19:00"""21:00 

の前期教室54年度中地区公民館

心理学の基礎を中心に

体的な心理学を学ぶ

水彩画の技法と表現する心

をのばす

ウオ ーク ダンスの楽しさを
とおして健康づ くりと、明
るい家庭づくり を

幼児期の心理などを学習し、

親の役割を考える

講日設開象

般

対

日
フて

~ 

4ヨ・内

|フォークタよ;教室

座

室

名

講

教

室

学

画

理

て旬ノ

ペγ

教

専各

秋山

般

l幼時 つ母親

5歳・ 6歳児
と母親

小学
5・6年生

般

絵画をとおして、 母と子の

ふれあいと創造性を養う

ゲーム、ダンス、 創作など

をとおして、 仲間づく り

古典楽器 リコーダーの楽 し

さと、 演奏するよろこびを

家庭料理の基礎を楽しく 学

習
人主濡

家庭料理の基礎を楽しく学

習
人

|働いている
婦人

婦

働いている婦人の夜の料理

教室
山口

.各教室定員になりましたら締切ります。

・受講料 無料 (材料費は実費)教具関係は準備して下さい。

.申込みは 4月23日から受付

.申込み方法受講希望者は、住所、氏名、 年齢、職業

電話番号をハガか電話で、 または直接中地区公民館へ

(松並1丁目246-5曾③-1376)
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